
広報広聴常任委員会

　３
月
も
過
ぎ
、
大
分
暖
か
く
な
り
ま
し

た
。
庭
の
片
隅
に
真
黄
色
の
花
を
つ
け
た

福
寿
草
を
見
る
と
気
持
ち
が
和
み
ま
す
。

　黄
色
と
言
え
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
旗

が
黄
色
と
青
で
す
ね
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
る
と
涙
が
出
ま
す
。
早
く
戦
争
が

終
わ
る
の
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　道
の
駅
の
西
側
駐
車
場
に
サ
ル
ス
ベ
リ

と
並
ん
で
、
陽
光
桜
の
木
18
本
が
植
樹
さ

れ
ま
し
た
。
４
月
に
な
れ
ば
満
開
に
な
り

綺
麗
だ
と
思
い
ま
す
。

　最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し

い
で
す
。

 

田
中
み
つ
子

編
集
後
記
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P.２ 令和４年度予算
P.４ 徹底検証
P.12 一般質問
P.20 第１回臨時会
P.23 追跡リポート裏表紙に関連記事があります

指
導
者

　千
葉  

芳
浩 

さ
ん

（
長
崎
）

　
　
　
　主
藤  

晃
浩 

さ
ん

（
長
崎
）

は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
。

　剣
道
を
し
た
い
人
が
、
い
つ

で
も
剣
道
が
で
き
る
場
を
作
っ

て
あ
げ
た
い
と
思
い
、
指
導
を

始
め
て
32
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　現
在
の
団
員
数
は
、
小
学
生

1
名
、
中
学
生
7
名
で
す
。

剣
道
の
魅
力
は
。

　学
年
が
違
う
子
ど
も
た
ち
が

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
活
動

で
き
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
卒

業
生
が
後
輩
の
稽
古
に
顔
を
出

し
て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い

で
す
。

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
。

　正
し
い
剣
道
が
身
に
付
く
よ

う
に
基
本
を
丁
寧
に
指
導
し
て

お
り
ま
す
。
最
近
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
思
う
よ
う

に
稽
古
で
き
な
い
こ
と
が
残
念

で
す
。

最
後
に
一
言
。

　剣
道
は
段
級
位
制
が
あ
り
ま

す
の
で
、
昇
段
・
昇
級
す
る
こ

と
を
目
標
に
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
剣
道
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
い
つ
で
も
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。

　毎
週
水
・
金
曜
日
、

午
後
7
時
か
ら
B
＆
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。

﹁
お
お
さ
と
み
ん
な
の
議
会
2
0
4
号
﹂
が
第
41
回
県

町
村
議
会
広
報
選
考
会
に
お
い
て

入
選
し
ま
し
た
。

心
技
一
体

ち

ば

よ
し
ひ
ろ

し
ゅ
と
う

あ
き
ひ
ろ
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（
大
郷
町
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
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団
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け
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災害復興・子育て支援等51億3000万円51億3000万円51億3000万円

令和４年度  一般会計予算

特別会計・事業会計予算（対前年比）

農業集落排水事業 戸別合併処理浄化槽 宅 地 分 譲 事 業 水 道 事 業 会 計
収益的支出 資本的支出

国 民 健 康 保 険 介 護 保 険 後期高齢者医療 下 水 道 事 業

一  般  会  計

歳　入
（財源）

（使いみち）
歳　出

その他 4874万円

諸収入  1億3410万円
使用料及び手数料  7574万円

その他  3億3502万円

民生費
12億2207万円

総務費
11億3044万円

教育費
7億2750万円

土木費
5億7832万円

公債費（借入返済）
4億2455万円

衛生費
4億3249万円

消防費
2億3509万円

農林水産業費 2億3234万円
議会費 9846万円

地方交付税
13億4000万円

町税
11億7513万円

繰入金
6億7863万円

国庫支出金
5億6884万円

町債（借入金）  3億3470万円

県支出金  2億9387万円

地方消費税交付金  1億9397万円

5609万円
（190万円増）

6972万円
（265万円増）

1億2847万円
（1億2843万円減）

2億2906万円
（345万円減）

9億899万円
（1331万円増）

11億284万円
（4300万円増）

9264万円
（962万円増）

2億2366万円
（2543万円減）

地方公共団体の財源を
均衡にするため、国か
ら交付されるお金

基本検診、がん検診、
予防接種やごみ処理
などにかかるお金

災害復興事業、道路改良、
町営住宅維持管理などにかかるお金

住民バス、庁舎建設基金
積立、防災、防犯関係な
どにかかるお金

認定子ども園の運
営、児童手当、ふ
れあい号や障がい
福祉などにかかる
お金

○中粕川防災避難緑地敷地造成工事 １億3841万円
○防災コミュニティセンター建築設計業務 2420万円
○浸水区域かさ上げ工事等補助 800万円
○被災住宅再建支援金 2000万円
○町管理河川緊急浚渫事業 6226万円

○小・中学校外壁等修繕工事 2億7275万円
○保育事業負担金 １億9645万円
○小・中学校給食費・認定こども園主食費等無償化 4022万円
○通園バス運行補助金（認定こども園） 1518万円
○小・中学校スクールバス運行業務 4226万円
○子育て医療費助成（0～18歳まで） 2725万円

○高齢者の外出支援事業「ふれあい号」 　　　583万円
○住民バス指定管理料・公金徴収業務 4028万円
○ごみ収集・焼却処理 １億3070万円
○町道維持・新設改良費 6797万円

移住定住促進関連移住定住促進関連 一般会計予算（当初）の推移

○地域おこし協力隊関連費用
 1256万円
○若者及び子育て世帯定住促進奨励金
 （固定資産税相当額助成） 678万円
○子育て世代住宅取得費助成
 520万円 1億3793万円

（1億3355万円減）平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

47億8400万円

42億円

52億円

45億9800万円

48億2000万円

51億円 51億3000万円

災害復興関連事業

子育て応援・教育関連子育て応援・教育関連

生活環境支援関連生活環境支援関連

災害復興関連事業
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問

　今
後
の
分
譲
予
定
は
。

答

　被
災
者
の
方
を
優
先
に
、

4
月
か
ら
一
般
向
け
も
募
集
す

る
。 町

指
定
無
形
文
化
財

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新

緊
急
浚
渫
工
事

学
力
向
上

歴
史
民
俗
資
料

心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス

児
童
館
防
犯
カ
メ
ラ

中
村
原
地
区
の
宅
地
分
譲

問

　新
た
な
場
所
に
展
示
す
る

考
え
は
。

答

　歴
史
民
俗
資
料
館
準
備
委

員
会
で
決
め
て
い
き
た
い
。

問

　何
基
設
置
す
る
の
か
。

答

　子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守

る
た
め
、
３
基
設
置
す
る
。

問

　消
防
団
員
が
定
員
割
れ
に

な
っ
て
い
る
が
、
新
た
な
方
策

が
必
要
で
は
。

答

　L
I
N
E
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
す
る
な
ど
、
よ
り
一

層
勧
誘
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問

　ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

い
る
の
か
。

答

　校
内
研
修
と
県
か
ら
指
定

を
受
け
て
、
指
導
主
事
を
招
き
、

先
生
方
の
指
導
力
向
上
を
図
っ

て
い
る
。

問

　ど
の
年
代
向
け
に
購
入
し

て
い
る
の
か
。

答

　児
童
書
と
一
般
書
と
半
々

く
ら
い
で
、
よ
り
多
く
の
方
の

要
望
に
沿
え
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
る
。

問

　新
た
な
活
動
目
標
は
。

答

　校
外
で
の
体
験
活
動
の
計

画
を
検
討
し
て
い
る
。

問

　内
容
は
。

答

　観
光
振
興
や
地
場
産
品
の

開
発
等
の
活
動
を
し
、
地
域
の

課
題
解
決
を
図
る
。
現
在
は
縁

の
郷
で
シ
ェ
フ
を
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
１
名
の
増
員
を
予
定
。

問

　予
定
箇
所
は
。

答

　安
戸
川
の
浚
渫
工
事
、
味

明
川
の
浚
渫
設
計
業
務
を
予
定

し
て
い
る
。

問

　後
継
者
育
成
を
。

答

　﹁
羽
生
田
植
踊
﹂
に
つ
い

て
は
中
学
校
や
児
童
館
で
練
習

し
後
継
者
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
新
た
に
衣
装
代
の
支
援

を
す
る
。

問

　解
消
を
進
め
て
ほ
し
い
。

答

　昨
年
12
月
に
県
と
合
同
で

高
危
険
度
の
も
の
は
全
箇
所
調

査
し
た
。
改
善
の
依
頼
文
書
も

出
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問

　更
新
予
定
は
。

答

　残
り
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

令
和
４
年
度
は
5
0
0
メ
ー
ト

ル
実
施
予
定
。

通
学
路
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀

問

　参
加
者
を
増
や
す
工
夫
を
。

答

　参
加
し
や
す
い
開
催
時
期

や
周
知
方
法
を
検
討
す
る
。

問

　保
健
セ
ン
タ
ー
前
、
発
電

施
設
の
貸
付
収
入
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答

　﹁
新
電
力
㈱
﹂
と
の
協
定

に
基
づ
い
て
い
る
の
で
、
貸
付

収
入
は
入
ら
な
い
。

問

　助
成
内
容
は
。

答

　65
歳
以
上
で
医
療
機
関
の

証
明
を
添
付
し
、
町
へ
申
請
す

る
。
２
分
の
１
の
助
成
で
、
上

限
３
万
円
。

問

　受
診
率
向
上
の
新
た
な
取

り
組
み
は
。

答

　土
曜
日
の
午
後
と
水
曜
日

の
夜
間
を
全
地
区
対
象
と
す
る

こ
と
で
、
が
ん
検
診
と
特
定
検

診
の
受
診
率
向
上
を
図
り
た
い
。

問

　危
険
な
場
所
に
設
置
で
き

な
い
の
か
。

答

　左
右
確
認
は
目
視
が
原
則
。

道
路
構
造
上
必
ず
し
も
取
付
で

き
な
い
場
所
も
あ
る
。

問

　支
倉
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
、

大
窪
城
址
公
園
等
の
ト
イ
レ
を

洋
式
に
。

答

　町
の
活
性
化
事
業
も
踏
ま

え
、
地
域
の
方
の
意
見
も
聞
き
、

検
討
す
る
。

太
陽
光
発
電
施
設

消
防
団
員
確
保

地
域
活
性
化
起
業
人

各
種
検
診

補
聴
器
購
入
助
成

婚
活
イ
ベ
ン
ト

公
園
ト
イ
レ
の
洋
式
化

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

一般会計・特別会計・水道事業会計予算一般会計・特別会計・水道事業会計予算

図
書
購
入

▲防犯カメラで安全確保（児童館）▲いつも清潔に（支倉常長メモリアルパーク）

▲田植踊のお披露目（手田植）▲早期分譲を（中村原地区）

徹底 検証徹底 検証徹底 検証　令和４年度の予算を詳細に審査するため、予算
審査特別委員会を設置し、６日間にわたり各課ご
とに質疑応答を行い、慎重審議・検証しました。
　本会議では委員会審査報告の後、採択し、一般
会計及び各種会計を可決しました。

予
算
審
査

予
算
審
査 熱海　文義 委員長佐 藤  　牧 副委員長
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予
算
審
査

予
算
審
査

項目町当局へ　  項目令和4年度
予  算 21 の意見を提言

16

予算審査特別委員会で６日間審議し、 現地調査を踏まえ、21項目の意見を町当局へ提言した。

答　特産品開発のための一層の取り組みを。

答　６次化から販売までつなげていけるよう

に推進していきたい。

答　住民バスもスクールバスと一緒に改善す

るはずだったのでは。

答　スクールバスの時間調整が難しい、経費

増になるため今回は見合わせる。

答　活用方法の徹底を。

答　機械の使用や環境整備等についてしっか

り対応できるよう公社と協議している。

答　返礼品の新たな商品開発が必要では。

答　新たに羊肉を扱う業者ができ、今後もさ

らなる充実を図っていきたい。

交通機関の改善交通機関の改善
新たな特産品開発

返 礼 品 の工 夫

開発センター利活用

公共交通機関の利便性向上を図られたい。

新たな町の特産品開発に取り組まれたい。

ふるさと納税返礼品の充実を図られたい。

開発センターの利用促進に努められたい。

答　有効活用を図られたい。

答　各種団体に活用してもらっているが、再

度利用について検討していく。

計画的な浚渫工事計画的な浚渫工事

物産館２階の活用物産館２階の活用
物産館２階の有効活用を早期に図られたい。

答　運営改善委員会の開催回数を増やし経営改善を。

答　建設的な意見をいただいている。もう１

回ほど増やせればという思いである。

公社の経営改善
㈱おおさと地域振興公社経営の改善に努め

られたい。

問　審議会の意見を政策に反映させるべきで

は。

答　重要な政策課題のたびに開催したい。

　　早急な内水対策を。

答　支障物の撤去等、やれることから対応し

ていきたい。

政策審議会を活かす工夫

交通安全施設の整備

政策審議会は諮問機関としての機能を活か

し、町政の進展に努められたい。

交通安全施設の整備を図り、交通安全対策

を進められたい。

河川の浚渫工事について、計画的に取り組

まれたい。

問　水害からの早期の復旧復興を。

答　計画的に実行していく。

復興復旧の早期完了
復興まちづくり事業の早期完了に向けて取

り組まれたい。

問　定住のための支援は。

答　定期的にミーティングを行い、不安面や

将来のことについて全面的にサポートを行う。

協力隊と町おこし
地域おこし協力隊の目的を果たせるよう工

夫されたい。

促進

改善復興

改善

推進改善

復興

改善

推進推進

推進改善

職員のスキルアップ
職員研修の一層の充実を図られたい。

充実充実

ご み の 減 量 化

新たな特産品開発

返 礼 品 の工 夫

開発センター利活用

公社の経営改善

政策審議会を活かす工夫

交通安全施設の整備

復興復旧の早期完了

協力隊と町おこし

職員のスキルアップ

ご み の 減 量 化
ごみ削減のための周知を徹底し、減量化を

図られたい。

推進推進

拡充

改善

改善

改善改善拡充

改善

促進

推進推進

▲早期完了を（中粕川）

▲利用が少ない物産館２階和室

▲ごみを減らしましょう



国民健康保険特別会計

補正
予算

補正
予算

一般
議案

一般
議案

　一般会計補正予算（第13・14号）は、中村原地区・災害公営住宅建

設費増となったが、令和３年度事業費確定による大幅減額により、１億

2531万円減額となり、歳入歳出それぞれ58億1268万円となった。

推進推進 推進推進

受診率向上のための周知を徹底されたい。

推進推進 育成育成

一
般
会
計

　
施
政
方
針
の
内
容
と
予
算
の

内
容
が
大
筋
で
一
致
し
て
い
る
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
は
、

中
粕
川
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
建
築
設
計
業
務
や
防

災
避
難
緑
地
の
敷
地
造
成
工
事

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
効
果
的

な
使
い
方
を
熟
慮
し
た
内
容
で

あ
る
と
判
断
し
賛
成
す
る
。

佐
藤

　牧
議
員

　
道
の
駅
を
拠
点
と
し
、
交
流

人
口
の
増
加
と
町
全
体
の
活
性

化
を
図
る
予
算
で
あ
る
。
住
民

参
加
を
前
提
に
、
町
の
資
源
、

文
化
、
自
然
等
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
期
待
し
賛
成
す

る
。 賛

成
賛
成

石
垣 

正
博
議
員

反
対

反
対

　
災
害
復
興
事
業
と
し
て
危
険

地
域
に
防
災
拠
点
施
設
を
つ
く

る
こ
と
は
、
通
常
で
は
考
え
ら

れ
な
い
。
町
民
全
体
の
福
祉
向

上
に
努
め
る
べ
き
。

　
施
政
方
針
の
中
で
ド
ロ
ー
ン

活
用
特
区
や
地
域
再
生
計
画
の

か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業
な
ど
に

よ
り
、
地
方
債
な
ど
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。
将
来
、
町
民
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
要
求
し
反

対
と
す
る
。 大

友 

三
男
議
員

　
施
政
方
針
に
地
域
再
生
計
画
、

里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
５

本
柱
と
し
て
案
が
あ
る
が
、
今

回
の
予
算
に
な
い
。
農
業
の
担

い
手
、
地
域
の
継
承
の
支
援
が

見
ら
れ
な
い
予
算
だ
。

千
葉 

勇
治
議
員

町
全
体
の
福
祉
向
上
に
努
め
よ

復
興
へ
の
効
果
的
予
算

交
流
と
活
性
化
へ

予
算
が
伴
わ
な
い
施
政
方
針

消防団員報酬の改正
議案第19号　消防団条例の一部改正

無形文化財の伝承
無形文化財について、後継者の育成を継続

して努められたい。

水道事業会計
石綿セメント管更新の早期完成と有収率の

向上に努められたい。

加入促進を図り、水洗化率の向上に努めら

れたい。

下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
戸別合併処理浄化槽特別会計

下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
戸別合併処理浄化槽特別会計

受診率の向上
各種検診の受診率向上に努められたい。

推進推進
子どもたちの安全

国民健康保険特別会計

無形文化財の伝承水 道 事 業 会 計

受診率の向上

子どもたちの安全強化強化

子どもたちの安心を守るために、学校施設

等の管理体制の強化を図られたい。
４棟９戸分・令和５年２月完成予定

中村原地区・災害公営
住宅建設工事等

中村原地区・災害公営
住宅建設工事等

1億
7384
万円

町
道
補
修
工
事

問

　場
所
は
。

答
　
鶴
田
横
沢
線
の
側
溝
土
砂
撤
去
工
事
、
味
明
地
区

の
広
畑
天
神
原
線
道
路
補
修
工
事
の
２
カ
所
で
あ
る
。

希
望
の
丘
団
地
外
壁
修
繕

問

　8
6
5
3
万
円
減
額
の
理
由
は
。

答
　
当
初
予
定
し
て
い
た
工
法
か
ら
安
価
で
あ
る
フ
ッ

素
塗
装
で
の
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
。

国
民
健
康
保
険

問

　療
養
給
付
費
が
4
7
0
0
万
円
増
額
と
な
っ
て
い

る
が
。

答
　
１
カ
月
当
た
り
5
5
0
0
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

が
ん
、
循
環
器
系
疾
患
が
増
え
て
い
る
た
め
。

災害公営住宅

︻
議
案
第
４
号
︼

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

の
制
定

　
犯
罪
被
害
者
等
の
被
害
の
早

期
回
復
及
び
軽
減
を
は
か
る
と

と
も
に
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

制
定
す
る
。

犯
罪
被
害
者
支
援
金
等

・
遺
族
資
金
　
　
　
　
30
万
円

・
傷
害
支
援
金
　
　
　
10
万
円

・
死
体
検
案
費
用
支
援
金

︵
死
体
検
案
に
要
し
た
費
用
︶

上
限
10
万
円

︻
議
案
第
14
号
︼

公
民
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正　
中
央
公
民
館
の
設
置
位
置
及

び
中
央
公
民
館
所
管
分
の
施
設

使
用
料
に
つ
い
て
の
一
部
改
正
。

施
設
使
用
料
　
１
時
間
当
た
り

・
多
目
的
研
修
室

・
会
議
室
　
　
　
1
5
0
0
円

冷
暖
房
料
　
１
時
間
当
た
り

　
3
0
0
円

問

　班
長
で
年
額
2
0
0
0
円
の

ア
ッ
プ
だ
が
、
消
防
庁
で
は
も
っ

と
高
額
な
報
酬
支
援
を
考
え
て
い

た
の
で
は
。

答
　
消
防
庁
の
考
え
は
、
全
国
的

な
考
え
方
で
、
市
町
村
に
よ
っ
て

現
在
の
団
員
の
報
酬
額
に
差
が
あ

る
。

▲有事に備えて（消防演習）

改　正　前階級

報酬額（年額）

※他の階級（機能別団員含む）の年額報酬額は現状維持とする。

班長

団員

38,000円

34,000円

改 正 後（案）

40,000円

36,500円

改　正　前 改 正 後（案）

災害出動報酬額（出動１回当たり）

※機能別団員の出動報酬額は据え置きとする。

− − −

名称 ４時間未満 ４時間以上
水火災・その他
災害の職務に
従事した場合

4,000円 8,000円

名称 ４時間未満 ４時間以上

答　安心・安全に通学できる環境の拡充を。

答　今後も毎年保護者から情報収集し、１カ

所ずつ点検活動を行いたい。

災害公営住宅4年度完成

定
例
会

予
算
審
査

令和４年５月
№206おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会
令和４年５月

№206おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

9 8



令和４年２月１日発行「みんなの議会おおさとNo.205号」に掲載した採決結果一覧表に
誤りがありました。内容を訂正し、お詫び申し上げます。　　　　　　　大郷町議会お詫び

ただ

次ページから一般質問

可：可決　否：否決　○：賛成　●：反対　退：退席　欠：欠席　　※可否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。（↑）は増額、（↓）は減額

議案採決結果一覧表
石
川
良
彦

若
生
　
寛

千
葉
勇
治

石
垣
正
博

高
橋
重
信

和
賀
直
義

石
川
壽
和

熱
海
文
義

田
中
み
つ
子

佐
藤
千
加
雄

大
友
三
男

赤
間
茂
幸

佐
藤
　
牧

吉
田
耕
大

採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
（略　称）

分
　
　
類

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

-
-

-

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●

○

○
●
○
○
○
○
○
○
●
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
●
●
○
●
○
○
○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

水道事業会計（第４号）
①収益的支出：2億4229万円（467万円↑）
②資本的支出：2億8661万円（307万円↓）

一般会計（第13号）  58億1190万円（1億2531万円↓）

一般会計（第11号） 59億3456万円（4595万円↑）

一般会計（第12号）  59億3721万円（265万円↑）

水道事業会計（第３号）
収益的支出：2億3763万円（439万円↑）

特
　
別
　
会
　
計

一般会計（第14号）  58億1268万円（78万円↑）

水道事業会計

特
　
別
　
会
　
計

補

正

予

算

P9

第

１

回

定

例

会

第
１
回
臨
時
会
P20

補正予算

令
和
４
年
度
当
初
予
算

P2－8 議案第５号 課設置条例の一部改正
  「復興定住推進課」を「復興推進課」に改正。

議案第６号 個人情報保護条例の一部改正
 「行政機関の保有する個人情報の保護に関する法」は廃止され、「個人情報保護法」
に統一されることから、引用条文を改正する。

議案第７号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正
議案第10号 職員の給与に関する条例の一部改正
  令和３年人事院勧告による給与改定等の実施に基づき、期末手当を0.15月分引き

下げ年2.4月とする。

議案第12号 教育支援審議会条例の一部改正
 　会議の招集に時間的猶予がない場合に会長が先決し、審議会に勧告することがで

きるようにする。

議案第13号 奨学金貸与条例の一部改正
 　収入減となった方を対象に最長３年間返還期間を延長できるように改正する。

議案第15号 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部改正

議案第16号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する条
例の一部改正

議案第17号 開発センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
議案第18号 下水道条例の一部改正
議案第20号 ごみ処理場設置及び管理条例の一部改正
議案第21号 宮城県との間の災害弔慰金等の支給に関する審査会の事務委託の廃止
議案第22号 他の普通地方公共団体の公の施設を住民が利用することについて

︻
議
案
第
11
号
︼

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
全
世
帯
の
う
ち
、

未
就
学
児
に
係
る
均
等
割
保
険
料
に
つ
い
て
、

そ
の
５
割
を
軽
減
し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
。

　
令
和
３
年
人
事

院
勧
告
に
よ
る
給

与
改
定
等
の
実
施

に
基
づ
き
期
末
手

当
を
0
・
1
カ
月

分
引
き
下
げ
、
年

3
・
2
5
月
と
す

る
。

▲すこやかに子育てを

8名が町政を質す!8名が町政を質す!

【議案第８号】　議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

【議案第９号】　特別職の職員で常勤の者の給与及び旅費に関する条例の一部改正

区　分

令和３年度

令和４年度以降

令和４年度のみ

６月分 12月分

1.675月（支給済み）

1.625月

1.525月（1.625月−0.1月）

1.675月（支給済み）

1.625月

1.625月

後期
合計

一般

均等割

改　正　前

世帯区分

７割軽減

５割軽減

２割軽減

通常

6,900

11,500

18,400

23,000

納税額の比較表（未就学児に係る均等割）
（単位：円/1人当たり）

2,550

4,250

6,800

8,500

9,450

15,750

25,200

31,500

後期
合計

一般

均等割

改　正　後

世帯区分

７割軽減

５割軽減

２割軽減

通常

3,450

5,750

9,200

11,500

1,275

2,125

3,400

4,250

4,725

7,875

12,600

15,750

議案第4～5号・議案第7～17号・議案第19～22号
議案第6号・議案第18号
委発第1号　大郷町議会委員会条例の一部改正について
議発第1号　ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に抗議する決議案

専決処分の報告について

P9
－10

P20

報告第1号

可

可

○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

-
-宅地分譲事業 5億2883万円（1414万円↑）

戸別合併処理浄化槽 7116万円（77万円↑）補正
予算

特別
会計

報告のみ

第４回
定例会

可

可

○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

-
-宅地分譲事業 5億2883万円（1414万円↑）

戸別合併処理浄化槽 7116万円（77万円↑）補正
予算

特別
会計

第４回
定例会

誤

正

国民健康保険
介護保険

一般会計

介護保険
後期高齢者医療
下水道事業
農業集落排水事業
戸別合併処理浄化槽
宅地分譲事業

国民健康保険（第4号）  9億6032万円（4830万円↑）
介護保険（第3号） 10億8348万円（1141万円↑）
後期高齢者医療（第2号） 8476万円（126万円↑）
下水道事業（第3号） 2億5901万円（214万円↓）
農業集落排水事業（第3号） 5601万円（7万円↑）
戸別合併処理浄化槽（第4号） 7228万円（112万円↑）
宅地分譲事業（第4号） 4億5579万円（7304万円↓）

定
例
会

定
例
会

令和４年５月
№206おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会
令和４年５月

№206おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会
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問

　旧
櫻
井
家
を
古
民
家
再
生

に
よ
る
地
域
創
生
活
性
化
の
拠

点
と
、
地
域
観
光
拠
点
の
﹁
道

の
駅
﹂
を
つ
な
ぐ
構
想
が
あ
る

が
、
人
の
流
れ
を
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

答

　町
長
　
大
切
な
地
域
資
源

と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
地
域

再
生
計
画
の
策
定
に
着
手
し
た
。

そ
の
計
画
を
基
に
、
本
町
の
観

光
振
興
戦
略
に
お
け
る
重
要
拠

点
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問

　財
政
内
訳
は
。

答

　町
長
　
財
源
に
つ
い
て
は
、

過
疎
市
町
村
に
指
定
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
国
の
補
助
金
や
起

債
の
面
で
有
効
な
点
が
あ
る
の

で
検
討
す
る
。

問

　道
の
駅
か
ら
郷
郷
ラ
ン
ド

・
旧
櫻
井
家
ま
で
の
道
を
整
備

す
る
の
は
、
過
疎
対
策
事
業
債

を
活
用
で
き
る
の
か
。

答

　ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

過
疎
計
画
の
ほ
う
に
盛
り
込
ん

で
、
そ
の
中
で
の
事
業
で
あ
れ

ば
活
用
で
き
る
。
　

問

　道
の
駅
か
ら
旧
櫻
井
家
ま

で
の
道
に
、
花
ま
た
は
花
木
を

植
栽
し
て
花
道
通
り
を
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
道
沿
い

に
茶
屋
を
つ
く
る
考
え
は
。

答

　町
長
　
ま
だ
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
の
で
、
今
後
あ
の
一

帯
を
そ
う
い
う
雰
囲
気
が
打
ち

出
る
よ
う
な
内
容
に
し
て
い
き

た
い
。
　

答

　ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

ま
だ
そ
こ
の
場
所
に
つ
い
て
は

具
体
的
な
案
は
出
て
い
な
い
が
、

地
域
の
方
も
含
め
、
い
ろ
ん
な

世
代
の
方
か
ら
ご
意
見
な
ど
も

い
た
だ
き
な
が
ら
、
計
画
を
ま

と
め
て
い
く
。

問

　中
村
原
地
区
分
譲
地
に
つ

い
て
、
地
域
に
合
っ
た
名
称
が

必
要
で
は
。

答

　町
長
　
地
域
再
生
計
画
の

策
定
中
で
あ
り
、
歴
史
資
料
館

を
含
め
た
古
民
家
の
活
用
方
法

が
明
確
に
な
っ
た
時
点
で
、
町

の
地
域
活
性
化
対
策
の
シ
ン
ボ

ル
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
を
検
討

し
て
い
く
。

問

　小
さ
い
店
舗
な
ど
空
き
店

舗
対
策
を
す
べ
き
で
は
。

答

　ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

小
さ
な
カ
フ
ェ
・
パ
ン
屋
さ
ん

と
か
若
い
人
た
ち
の
集
客
に
つ

な
が
る
よ
う
な
地
域
の
再
生
を

行
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

　

問

　中
村
原
町
地
区
の
南
は
門

前
町
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、

活
性
化
の
考
え
は
。

答

　町
長
　
歴
史
的
な
観
光
資

源
の
１
つ
と
し
て
、
来
町
さ
れ

る
方
に
足
を
伸
ば
し
て
も
ら
え

る
よ
う
P
R
し
て
い
く
。

古民家再生による地域活性化を

大切な地域資源として活用する（町長）

空
き
店
舗
対
策
を

▲古民家を活かし地域再生を（中村の旧櫻井家）

石垣　正博議
員

いし がき まさ ひろ

一
般
質
問

13 令和４年５月
№206おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会

な
る
。
県
道
を
横
断
し
な
く
て

も
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
、

歩
道
の
早
急
な
整
備
を
県
に
要

望
し
て
き
た
。
県
の
回
答
を
踏

ま
え
て
、
早
期
に
対
応
で
き
る

よ
う
検
討
す
る
。

問

　令
和
４
年
度
以
降
の
復
興

再
生
ま
ち
づ
く
り
は
ど
の
よ
う

な
設
計
に
な
る
の
か
伺
う
。

答

　町
長

　中
粕
川
ま
ち
づ
く

り
事
業
は
令
和
３
年
度
中
に
避

難
路
な
ど
の
防
災
施
設
の
設
計

が
終
わ
る
。
令
和
４
年
度
は
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建

築
設
計
の
発
注
予
定
で
あ
り
、

本
格
的
な
中
粕
川
地
区
の
都
市

防
災
事
業
に
着
手
す
る
計
画
で

あ
る
。

問

　﹁
け
や
き
坂
ガ
ー
デ
ン
お

お
さ
と
﹂
の
分
譲
地
29
区
画
の

う
ち
28
区
画
が
販
売
さ
れ
た
。

25
世
帯
が
町
外
か
ら
の
若
い
世

帯
で
あ
る
。
転
居
さ
れ
て
き
た

方
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
欲
し

い
と
の
要
望
が
あ
る
。﹁
け
や

き
坂
ガ
ー
デ
ン
﹂
の
子
ど
も
た

ち
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
車
で

き
な
い
の
か
。

答

　教
育
長

　ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
は
、
冬
場
の
安
全
性
も
考

慮
し
、
団
地
入
口
に
乗
車
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
必
要
と

問

　人
口
減
少
率
や
財
政
力
指

数
を
基
に
大
郷
町
が
過
疎
地
域

に
指
定
を
受
け
る
。
国
は
地
方

交
付
税
を
充
て
る
過
疎
債
で
手

厚
く
財
政
支
援
す
る
。
全
国
過

疎
の
市
町
村
は
8
8
5
自
治
体

で
あ
り
全
体
の
51
・
5
％
で
あ

る
。
令
和
４
年
度
の
地
方
債
計

画
で
は
5
2
0
0
億
円
を
計
上

し
て
い
る
。
過
疎
指
定
を
受
け

た
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
は
。

答

　町
長

　﹁
過
疎
地
域
の
持

続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特

別
措
置
法
﹂
に
基
づ
き
、
人
口

減
少
や
財
政
力
指
数
の
要
件
を

満
た
す
市
町
村
を
﹁
過
疎
地

域
﹂
と
し
、
公
示
は
4
月
の
予

定
と
な
る
。
指
定
後
﹁
大
郷
町

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
﹂

を
策
定
し
て
事
業
を
実
施
し
て

い
く
。

過疎指定後のまちづくりは

計画を策定し、実施していく（町長）

け
や
き
坂
ガ
ー
デ
ン
に

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

一
般
質
問

▲災害公営住宅予定地（中村原地区）

高橋　重信
たか はし しげ のぶ

議
員

今
後
の
復
興
再
生

ま
ち
づ
く
り
は

12令和４年５月
№206おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会



上
で
、
協
議
を
進
め
ら
れ
れ
ば

と
思
う
。

問
　
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
の
移
行

・
併
用
の
考
え
は
。

答
　
町
長
　
本
町
で
は
、
電
子

マ
ネ
ー
に
対
応
し
て
い
る
事
業

者
が
多
く
な
い
状
況
で
あ
る
。

利
用
者
の
需
要
や
将
来
性
も
含

め
、
商
工
会
と
連
携
し
、
電
子

問
　
小
・
中
学
校
で
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
活
用
に
つ
い
て
、
近

年
視
力
低
下
し
て
い
る
児
童
が

増
え
て
き
て
い
る
が
、
ブ
ル
ー

ラ
イ
ト
カ
ッ
ト
眼
鏡
や
防
護
用

フ
ィ
ル
ム
支
給
の
考
え
は
。

答
　
教
育
長
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
使

用
時
間
の
制
限
や
こ
ま
め
に
休

憩
時
間
を
設
け
る
な
ど
、
健
康

上
の
配
慮
を
徹
底
し
、
活
用
し

て
い
く
。
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
カ
ッ

ト
眼
鏡
や
フ
ィ
ル
ム
の
支
給
に

つ
い
て
は
、
使
用
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。
　

問
　
ほ
か
の
自
治
体
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し

て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
持
ち

帰
り
、
宿
題
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
い
つ
頃
か
ら
開
始
と
な
る

の
か
。

答
　
教
育
長
　
本
町
で
は
12
月

か
ら
開
始
し
、
小
学
校
で
３
回

ほ
ど
、
中
学
校
で
８
回
ほ
ど
持

ち
帰
り
を
行
っ
て
い
る
。
　

問
　
本
格
的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
持
ち
帰
り
、
授
業
や
宿
題

を
行
え
る
の
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長
　
例
え
ば
、

通
信
環
境
と
い
う
課
題
が
あ
り
、

全
家
庭
で
使
用
︵
通
信
︶
が
可

能
に
な
っ
て
か
ら
、
さ
ら
に
次

の
ス
テ
ー
ジ
に
い
け
る
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
　

問
　
教
科
書
の
電
子
化
は
い
つ

頃
か
ら
行
わ
れ
る
の
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長
　
国
で
電

子
化
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ

り
、
様
々
な
検
討
が
行
わ
れ
て

い
る
。
た
だ
、
具
体
的
に
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。

問
　
商
品
券
購
入
の
公
平
性
が

保
た
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
町
長
　
今
年
度
は
全
世
帯

に
引
換
券
付
き
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
希
望
者
に
対
し
て
販
売
し

て
い
る
の
で
、
公
平
性
は
確
保

で
き
て
い
る
。

問
　
今
後
も
同
様
の
方
法
で
行

っ
て
い
く
の
か
。

答
　
農
政
商
工
課
長
　
商
工
会

と
の
連
携
の
中
で
、
全
世
帯
が

公
平
に
買
え
る
状
況
を
残
し
た

小・中学生の視力低下防止を

健康上の配慮を徹底する（教育長）

マ
ネ
ー
導
入
促
進
に
努
め
て
い

く
中
で
、
普
及
状
況
も
確
認
し
、

商
品
券
に
代
わ
る
電
子
マ
ネ
ー

利
用
も
検
討
し
て
い
く
。

商
品
券
の

新
た
な
販
売
方
法
を

▲ブルーライトカット眼鏡等の対策を

吉田　耕大
よし だ やす ひろ

議
員

一
般
質
問

15 令和４年５月
№206おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会

太陽光発電設置の経緯は

入
札
監
視
委
員
会
設
置
を

移
住
定
住
者
に
支
援
を

問

　学
校
な
ど
を
窓
口
に
す
る

こ
と
で
、
移
住
し
て
き
た
ば
か

り
で
、
本
町
住
民
と
の
つ
な
が

り
が
す
ぐ
で
き
ず
、
ど
こ
に
も

頼
み
よ
う
が
な
い
中
学
生
の
い

る
世
帯
の
支
援
に
な
る
と
考
え

る
が
。

答

　学
校
教
育
課
長

　校
長
先

生
を
通
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
相
談

し
た
い
。

て
運
動
着
の
支
援
を
、
令
和
４

年
度
か
ら
実
施
す
る
。

問

　使
用
し
な
く
な
っ
た
中
学

生
の
制
服
を
、
有
効
活
用
す
る

た
め
、﹁
お
さ
が
り
制
度
﹂
を

作
る
べ
き
で
は
。

答

　町
長

　行
政
と
し
て
制
度

化
に
向
け
た
考
え
は
な
い
。

問

　公
金
を
預
か
る
行
政
の
責

任
と
し
て
、
公
平
公
正
で
透
明

性
の
あ
る
入
札
を
行
う
た
め
、

入
札
監
視
委
員
会
の
設
置
が
必

要
で
は
。

答

　町
長

　県
内
で
設
置
し
て

い
る
他
の
自
治
体
の
導
入
状
況

を
検
証
し
、
設
置
の
可
否
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

問

　塩
釜
市
の
入
札
担
当
者
は
、

外
部
か
ら
の
監
視
が
必
要
と
考

え
、
２
月
定
例
議
会
に
関
連
議

案
提
出
す
る
と
、
河
北
新
聞
に

掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
入
札
担

当
者
と
し
て
の
考
え
は
。

答

　財
政
課
長

　監
視
委
員
会

設
置
の
要
請
が
あ
る
か
ど
う
か
、

再
度
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

　小
・
中
学
生
が
学
期
途
中

で
転
入
し
て
き
た
場
合
、
本
町

で
決
め
ら
れ
た
運
動
着
を
新
た

に
購
入
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
転
入
生
に
も

小
・
中
新
１
年
生
入
学
時
と
同

じ
よ
う
に
、
運
動
着
の
無
償
支

援
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

答

　町
長

　経
済
的
負
担
軽
減

の
観
点
か
ら
、
希
望
者
に
対
し

問

　保
健
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
、

文
化
会
館
、
大
郷
小
・
中
学
校

に
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
し

た
経
緯
は
。

答

　町
長

　﹁
新
電
力
株
式
会

社
﹂
が
主
体
と
な
る
共
同
事
業

で
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

災
害
時
の
電
力
供
給
や
財
政
負

担
軽
減
の
た
め
で
あ
る
。

問

　保
健
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

利
用
に
支
障
が
な
い
よ
う
、
２

階
づ
く
り
の
カ
ー
ポ
ー
ト
タ
イ

プ
で
設
置
と
の
説
明
だ
っ
た
が
、

駐
車
場
利
用
が
で
き
な
い
平
面

タ
イ
プ
に
変
更
設
置
さ
れ
て
い

る
。
議
会
に
対
し
、
な
ぜ
変
更

前
の
事
前
説
明
を
し
な
か
っ
た

の
か
。

答

　町
長

　議
決
要
件
で
は
な

い
が
、
道
義
的
な
配
慮
に
欠
け

て
い
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
指
導
・
監
督
を
徹
底
し
て

い
く
。

災害対応や経費節減のため（町長）

一
般
質
問

▲太陽光設置で利用できなくなった駐車場（保健センター前）

大友　三男
おお とも みつ お

議
員

14令和４年５月 おおさとおおさと №206
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問

　６
次
産
業
の
育
成
を
ど
う

す
る
の
か
。

答

　町
長

　生
産
だ
け
で
な
く

６
次
産
業
化
に
よ
り
、
高
付
加

価
値
化
す
る
こ
と
で
農
家
の
収

益
に
つ
な
が
る
。
商
品
開
発
、

販
売
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
な

ど
へ
の
支
援
を
講
じ
る
。

問

　補
助
金
の
申
請
方
法
の
簡

素
化
は
で
き
な
い
か
。

答

　農
政
商
工
課
長

　税
金
を

使
っ
て
の
補
助
金
で
あ
り
、
厳

正
な
審
査
が
必
要
で
あ
る
。
最

低
限
必
要
な
書
類
の
提
出
を
お

願
い
し
て
い
る
。

問

　マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
の

詳
細
は
。

答

　農
政
商
工
課
長

　農
業
振

興
総
合
補
助
金
の
中
の
１
つ
の

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
組
み
込
ん
で

い
る
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、

販
路
拡
大
事
業
、
Ｉ
Ｔ
化
事
業
、

ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
の
支
援
が
あ

る
。
な
か
な
か
利
用
さ
れ
て
い

な
い
が
、
よ
り
一
層
Ｐ
Ｒ
し
な

が
ら
利
用
を
促
し
て
い
く
。

問

　商
品
開
発
は
継
続
性
が
必

要
で
は
。

答

　農
政
商
工
課
長

　農
産
加

工
連
絡
協
議
会
、
物
産
開
発
研

究
会
等
で
様
々
な
試
行
錯
誤
を

し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動

は
制
限
さ
れ
て
い
る
が
令
和
４

年
度
は
商
品
化
を
目
指
し
て
い

る
。

問

　法
人
化
の
進
み
具
合
は
。

答

　町
長

　５
年
間
で
９
法
人

が
増
え
て
い
る
。

問

　儲
か
る
農
業
の
た
め
の
環

境
整
備
は
。

答

　町
長

　自
分
の
農
業
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
が
ベ
ー
ス
と

な
る
と
思
う
。
米
を
作
る
人
、

野
菜
を
作
る
人
、
畜
産
を
や
る

人
が
一
緒
に
な
っ
て
農
業
法
人

と
し
て
進
ん
で
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
。

問

　高
齢
化
を
踏
ま
え
後
継
者

問
題
と
労
働
力
を
ど
う
す
る
か
。

答

　町
長

　地
域
の
担
い
手
と

し
て
、
安
定
的
な
経
営
を
継
続

し
て
い
く
た
め
の
手
段
と
し
て

法
人
化
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、

就
農
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
た

る
。
今
後
は
、
大
区
画
ほ
場
整

備
事
業
が
進
み
、
ス
マ
ー
ト
農

業
化
に
よ
る
高
効
率
化
成
長
を

促
進
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

め
の
体
制
を
整
え
て
い
く
。

問

　農
業
を
成
長
産
業
と
捉
え

た
成
果
は
。

答

　町
長

　着
実
に
農
業
法
人

の
大
規
模
化
、
機
械
化
が
進
み
、

ま
た
、
新
た
な
高
収
益
作
物
へ

の
取
り
組
み
も
進
ん
で
き
て
い

商品開発などの支援を考える（町長）

農
業
法
人
化
の
進
み
具
合
は

若生　　寛議
員

わこ う ひろし

６ 次 産 業 の 育 成 は

▲とてもおいしい加工品（道の駅）

一
般
質
問
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の
で
、
利
用
し
て
ほ
し
い
。
一

層
の
呼
び
か
け
に
つ
い
て
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
防
災

無
線
で
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い

る
。

問

　﹁
発
熱
時
の
対
応
に
つ
い

て
﹂
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

画
面
に
誰
が
見
て
も
分
か
る
よ

う
に
表
示
し
て
は
。

答

　町
長

　分
か
り
や
す
い
表

示
内
容
と
な
る
よ
う
改
善
し
な

が
ら
更
新
し
て
い
く
。

接
種
対
象
者
対
比
で
40
・
6
％

と
な
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
教
育

委
員
会
等
か
ら
の
各
種
通
知
に

基
づ
き
、
対
策
を
実
施
し
て
い

る
。

問

　感
染
を
心
配
し
て
い
る
人

の
検
査
体
制
の
整
備
や
感
染
防

止
策
の
一
層
の
呼
び
か
け
が
必

要
で
は
。

答

　町
長

　県
が
無
料
検
査
セ

ン
タ
ー
を
順
次
開
設
し
て
い
る

問

　重
点
と
す
る
事
業
と
課
題

は
。

答

　教
育
長

　﹁
行
き
た
く
な

る
学
校
づ
く
り
事
業
﹂
で
あ
る
。

わ
か
る
授
業
づ
く
り
、
楽
し
く

生
活
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
た
絆

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　課
題
は
、
不
登
校
の
出
現
率

が
高
い
こ
と
。﹁
行
き
た
く
な

る
学
校
づ
く
り
事
業
﹂
は
不
登

校
の
未
然
防
止
の
取
り
組
み
に

な
り
、
学
校
と
教
育
委
員
会
の

共
通
理
解
を
図
り
な
が
ら
推
進

に
努
め
る
。

問

　２
学
期
制
へ
の
移
行
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

答

　教
育
長

　学
校
行
事
の
効

率
化
で
先
生
方
に
時
間
的
な
ゆ

と
り
が
で
き
、
児
童
生
徒
へ
の

き
め
細
か
な
指
導
に
つ
な
が
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
実
質
２
学
期
制
に
な

っ
て
い
る
が
、
令
和
４
年
度
か

ら
正
式
に
移
行
す
る
。

問

　３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

状
況
と
保
育
所
、
学
校
等
の
感

染
予
防
対
策
は
。

答

　町
長

　２
月
24
日
現
在
で

教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を

一
層
の
感
染
対
策
を

問

　施
政
方
針
﹁
町
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
健
康
な
町
﹂
に

つ
い
て
、
重
点
と
す
る
新
規
事

業
は
。

答

　町
長

　子
宮
頸
が
ん
検
診

の
受
診
率
向
上
、
が
ん
等
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的
に

　H
P
V
検
査
を
実
施
す
る
。

病
気
の
回
復
期
に
あ
る
乳
幼
児

及
び
児
童
の
病
後
児
保
育
事
業

を
4
月
よ
り
開
始
す
る
。

問

　新
規
事
業
の
が
ん
患
者
用

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
と
乳
房
補
正

具
の
助
成
の
内
容
は
。

答

　保
健
福
祉
課
長

　上
限
を

２
万
円
と
し
て
い
る
。

問

　視
覚
検
査
屈
折
検
査
機
器

の
導
入
の
目
的
は
。

答

　保
健
福
祉
課
長

　３
歳
児

検
診
で
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
つ
な
げ
る
。

一
般
質
問

▲早期発見・早期回復へ

和賀　直義
わ が なお よし

議
員

健康な町づくりの重点施策は

検診の受診率向上に工夫（町長）

※

子
宮
頸
が
ん
と
関
り
の
あ
る
ウ
イ
ル
ス
の

　有
無
の
検
査

※
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問

　﹁
町
の
教
育
方
針
﹂
に
幼

児
教
育
に
つ
い
て
は
、﹁
認
定

こ
ど
も
園
と
の
連
携
﹂
と
だ
け

記
さ
れ
て
い
る
。
町
は
園
の
方

針
と
擦
り
合
わ
せ
、
小
・
中
学

校
同
様
に
町
の
教
育
方
針
と
し

て
打
ち
出
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答

　教
育
長

　大
郷
町
教
育
基

本
方
針
を
定
め
る
際
、
こ
ど
も

園
側
の
意
見
等
を
聴
取
し
、
改

訂
を
行
っ
た
。
園
長
・
校
長
に

よ
る
定
期
的
な
会
議
等
に
よ
る

情
報
の
共
有
、
指
導
主
事
に
よ

る
助
言
で
連
携
強
化
に
努
め
、

側
面
か
ら
支
援
し
て
い
く
。

問

　園
と
擦
り
合
わ
せ
し
て
教

育
要
覧
に
明
記
し
て
は
。

答

　教
育
長

　関
係
者
と
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

答

　町
長

　今
年
５
月
竣
工
予

定
で
、
６
月
操
業
開
始
を
目
標

に
し
て
い
る
。
雇
用
は
、
外
国

人
就
労
者
十
数
名
を
含
む
90
名

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

問

　雇
用
等
に
つ
い
て
町
に
ど

ん
な
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
の
か
。

答

　農
政
商
工
課
長

　外
国
人

就
労
者
の
住
居
に
つ
い
て
、
空

き
家
を
３
軒
く
ら
い
と
の
話
を

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
㈱
東
北
ア
グ
リ
ヒ
ト
に
提

案
し
て
い
き
た
い
。

問

　以
前
か
ら
、
屋
根
の
雨
漏

り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

う
把
握
し
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答

　教
育
長

　現
地
調
査
に
よ

り
雨
漏
り
箇
所
の
確
認
作
業
を

し
て
、
今
後
、
応
急
処
理
で
対

応
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

　現
地
確
認
の
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

　社
会
教
育
課
長

　内
部
か

ら
天
井
の
状
況
を
確
認
し
て
い

る
。
屋
根
の
上
は
構
造
上
左
右

か
ら
の
雪
が
集
積
し
て
、
日
当

た
り
が
悪
く
残
っ
て
い
る
状
態

で
あ
る
。
安
全
上
、
確
認
作
業

は
状
況
を
見
て
行
う
と
い
う
調

整
を
し
て
い
る
。

問

　待
望
の
工
事
が
着
工
し
た

﹁
㈱
村
上
農
園
﹂
の
進
捗
状
況

と
見
通
し
は
。

答

　町
長

　１
月
20
日
に
盛
土

工
事
が
始
ま
り
２
月
中
に
基
礎

工
事
に
着
手
し
た
。
今
後
、
ハ

ウ
ス
本
体
や
給
排
水
工
事
、
試

運
転
を
行
い
、
８
月
末
竣
工
予

定
。
年
内
中
の
初
出
荷
を
目
標

と
し
て
い
る
。

問

　今
の
状
況
か
ら
見
て
、
８

月
末
の
竣
工
予
定
で
大
丈
夫
な

の
か
。

答

　農
政
商
工
課
長

　事
業
の

打
ち
合
わ
せ
の
中
で
、
８
月
竣

工
の
計
画
で
進
め
て
い
る
が
、

変
更
の
場
合
は
報
告
す
る
。

問

　事
業
開
始
に
向
け
て
、
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
﹁
㈱
東

北
ア
グ
リ
ヒ
ト
﹂
の
進
捗
状
況

と
雇
用
の
見
通
し
は
。

㈱村上農園の進捗状況は

年内出荷を目標としている（町長）

㈱
東
北
ア
グ
リ
ヒ
ト
は

社
会
教
育

セ
ン
タ
ー

体
育
館
の
修
繕
を

一
般
質
問

石川　壽和議
員

いし かわ とし かず

▲待望の工事着工（大松沢の株式会社村上農園）

認
定
こ
ど
も
園
と
の
連
携
は

18令和４年５月
№206おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会

続
け
て
い
る
。
今
後
も
ど
の
よ

う
な
対
応
が
で
き
る
の
か
検
討

し
て
い
く
。
な
お
、
現
在
は
給

食
が
全
部
停
止
に
な
っ
て
い
る

児
童
生
徒
は
い
な
い
。

問

　定
住
化
構
想
の
中
で
、
宅

地
造
成
に
係
る
開
発
が
申
請
さ

れ
た
際
、
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民

問

　女
性
の
地
位
向
上
等
を
目

的
に
国
が
1
9
9
9
年
に
﹁
男

女
共
同
参
画
基
本
法
﹂
を
制
定

し
、
23
年
目
を
迎
え
る
。
全
国

の
69
・
4
％
の
町
村
が
計
画
策

定
済
み
だ
が
本
町
の
実
態
は
。

答

　町
長

　令
和
４
年
度
か
ら

２
か
年
の
予
定
で
業
務
委
託
し

策
定
す
る
。
本
町
の
課
題
を
的

確
に
捉
え
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
施
策
を
進
め
て
い
く
。

問

　﹁
男
女
共
同
参
画
基
本

法
﹂
は
も
っ
と
女
性
の
声
を
取

り
入
れ
、
町
・
地
域
づ
く
り
に

活
性
化
を
と
の
趣
旨
と
考
え
る
。

町
は
も
っ
と
本
腰
を
入
れ
て
対

応
を
。

答

　町
長

　今
年
度
か
ら
男
女

共
同
参
画
型
社
会
に
適
応
し
た

大
郷
町
役
場
に
な
る
よ
う
に
議

論
を
深
め
時
代
に
即
し
た
方
針

を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

問

　食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
食
文

化
の
違
い
で
、
弁
当
を
持
参
す

る
子
ど
も
の
保
護
者
に
学
校
給

食
費
同
等
の
金
額
を
補
填
す
る

べ
き
で
は
。

答

　町
長

　ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

る
児
童
生
徒
に
も
食
べ
ら
れ
る

も
の
は
で
き
る
だ
け
食
べ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
給
食
の
提
供
を

「男女共同参画基本計画」は

生
活
の
安
全
・
安
心
が
担
保
さ

れ
る
こ
と
が
最
低
限
求
め
ら
れ

る
も
の
と
考
え
る
が
。

答

　町
長

　災
害
へ
の
備
え
や

近
隣
地
域
と
の
接
続
も
含
め
、

開
発
地
に
い
ず
れ
住
ま
わ
れ
る

方
の
安
全
や
利
便
性
に
つ
い
て

も
十
分
に
留
意
し
た
上
で
指
導

し
て
い
き
た
い
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
に
も

給
食
費
同
等
の
補
填
を

安
心
・
安
全
が
保
障
さ
れ
る

開
発
行
為
を

千葉　勇治議
員

ち ば ゆう じ

令和４年度から策定する（町長）

町の政策方針決定に係る委員会への女性登用比率

令和３年４月１日現在

各種委員会等

大郷町防災会議

民生委員推薦会

国民健康保険運営に関する協議会

社会教育委員会

スポーツ推進審議会

地方文化財保護審議会

情報公開審査会

個人情報保護審議会

政策審議会

教育支援審議会

学校給食センター運営委員会

奨学資金対応選考委員会

介護保険運営委員会

都市計画審議会

上水道運営審議会

食育推進会議

教育委員会

選挙管理委員会

監査委員会

農業委員会

固定資産評価審査委員

小　　　計

合　　　計

小　　　計

総  数

19

7

9

10

5

4

5

5

22

9

7

9

9

8

8

12

148

4

4

2

11

3

24

172

2

1

1

3

1

0

0

0

3

7

2

3

1

0

2

6

32

1

0

0

2

0

3

35

10.5%

14.3%

11.1%

30.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

13.6%

77.8%

28.6%

33.3%

11.1%

0.0%

25.0%

50.0%

21.6%

25.0%

0.0%

0.0%

18.2%

0.0%

12.5%

20.3%

うち女性
登用数

構成
割合

一
般
質
問
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第１回　臨時会
１月31日（月）

▲道の駅外トイレ

リニューアルする 　　
道の駅外トイレ道の駅外トイレ

一
般
会
計
補
正
予
算

　ウ
ェ
ブ
会
議
等
の
環
境
整
備
、
水
道

料
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
シ
ス
テ
ム
導
入
、

原
油
高
騰
特
別
対
策
交
付
金
支
給
等
、

4
8
5
9
万
6
0
0
0
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
59
億
3
7
2
1
万

2
0
0
0
円
と
な
っ
た
。

問

　道
の
駅
外
ト
イ
レ
改
修
の
内
容
は
。

答

　老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
全

体
的
に
明
る
く
補
修
、
改
善
を
行
う
。

便
座
は
温
水
洗
浄
便
座
に
す
る
。

問

　暖
房
施
設
を
有
す
る
施
設
園
芸
農

家
に
原
油
高
騰
対
策
交
付
金
を
支
給
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
対
象
件
数
は
。

答

　個
人
５
件
、
法
人
１
件
を
想
定
し

て
い
る
。

問

　畜
産
農
家
も
餌
代
が
上
が
っ
て
い

る
の
で
支
援
で
き
な
い
か
。

答

　農
協
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
情
報

収
集
を
す
る
。

専
決
処
分
の
報
告

　

 

中
村
原
地
区
宅
地
造
成
工
事
の
契
約

金
額
を
4
9
9
万
2
9
0
0
円
増
額
し
、

１
億
4
7
9
9
万
2
9
0
0
円
と
な
っ

た
。

【
理
由
】

　根
交
じ
り
不
良
土
が
確
認
さ
れ
た
の

で
、
良
質
土
に
変
更
、
安
全
確
保
を
考

慮
し
側
溝
の
ふ
た
を
設
置
。

【
内
容
】
（
抜
粋
）

　ロ
シ
ア
は
、
２
月
24
日
以
来
、
隣
国
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
軍
事
侵
攻
を
し
続
け
て
い
る
。
こ
の
軍
事
侵

攻
は
、
明
ら
か
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
及
び
領
土

の
一
体
性
を
侵
害
し
、
武
力
行
使
を
禁
ず
る
国
際

法
の
深
刻
な
違
反
で
あ
り
、
国
連
憲
章
の
重
大
な

違
反
で
あ
る
。

　ロ
シ
ア
政
府
が
軍
に
よ
る
攻
撃
を
即
時
か
つ
無

条
件
に
停
止
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
か
ら
撤
退
す

る
よ
う
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
平
和
の
回
復
へ

向
け
て
国
際
法
に
則
っ
た
誠
意
あ
る
対
処
を
す
る

よ
う
、
強
く
求
め
る
。

　令
和
４
年
３
月
16
日

　大
郷
町
議
会

【
内
容
】

　町
の
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
総
務
産
業

常
任
委
員
会
所
管
事
項
の
﹁
復
興
定
住
推
進
課
﹂
を

﹁
復
興
推
進
課
﹂
に
改
め
る
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議

大
郷
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

【
委
発
第
１
号
】

【
議
発
第
１
号
】

全
会
一
致
で
可
決

全
会
一
致
で
可
決

　本
来
、
議
会
の
議
決
・
決
定
を
経
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
項
を
、
地
方
公
共
団
体
の
長
が
地
方
自

治
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
議
会
の
議
決
・
決
定

の
前
に
自
ら
処
理
す
る
こ
と
で
す
。

専
決
処
分
と
は
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議会の主な動き（1/1～3/31）

月　日

1/5

1/14

1/19

1/21

1/24

1/31

2/3

2/8

2/9

2/15

2/16

2/21

2/22

用　　　　　務

広報広聴常任委員会

広報広聴常任委員会・宮城県町村議会議長会議員講座

総務産業常任委員会

黒川地域行政事務組合議会臨時会

議員全員協議会

第12回議会改革調査特別委員会・小委員会

第１回臨時会・議会基本条例に関する調査分科会

宮城県後期高齢者医療広域連合議会定例会

黒川地域行政事務組合議会定例会

教育民生常任委員会

議員全員協議会

議会改革調査特別委員会（議会基本条例に関する調査分科会）

議会運営委員会

宮城黒川地方町村議会議長会定期総会

議会運営委員会・宮城県町村議会議長会定期総会

月　日

2/24

2/25

3/1～16

3/1

3/11

3/12

3/14

3/16

3/18

3/22

3/25

3/29

3/30

用　　　　　務

議会改革調査特別委員会（議会基本条例に関する調査分科会）

議会改革調査特別委員会（議会のIT化に関する調査分科会）

第１回定例会

議員全員協議会・広報広聴常任委員会

第13回議会改革調査特別委員会

大郷中学校卒業式

議員全員協議会・議会運営委員会

議会改革調査特別委員会（適正な議員定数に関する調査分科会）

議会改革調査特別委員会（適正な議員定数に関する調査分科会）

大郷小学校卒業式

広報広聴常任委員会

宮城黒川地方町村議会議長会委員長研修会

広報広聴常任委員会

議会改革調査特別委員会（議会のIT化に関する調査分科会）

議会改革調査特別委員会（適正な議員定数に関する調査分科会）

▲タブレットを使用したWeb講義・実技研修

議会基本条例に関する調査分科会：

　　大郷町議会基本条例について協議検討

議会のＩＴ化に関する調査分科会：

　　タブレット導入に関する協議

各分科会からの報告3/11
第13回

適正な議員定数に関する調査分科会
　開催日：3月14日　3月16日　3月30日
議会基本条例に関する調査分科会
　開催日：1月31日　2月15日　2月24日
議会のＩＴ化に関する調査分科会
　開催日：2月25日　3月30日

タブレット研修会1/24
第12回

6月7日㈫から

6月10日㈮まで

午前10時～

ライブ中継と録画を動画サイ
ト「YouTube（ユーチュー
ブ）」にて、配信しています。
下記のQRコードよりご覧に
なれます。

次回
定例会

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
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▲旧東沢団地

旧田布施・東沢団地  
  解体後の土地利用は

　町で管理する側溝や水路の管理用通路
等の分筆測量及び登記完了後に定住促進
用地または企業誘致用地として公売する
予定です。 財政課長

その後の対応と今後の計画

職員の健康推進を

その後どうなった… 第82回第82回第82回第82回

　現職員自身のストレスに対する「気づ
き」の促進や、メンタルヘルス不調者の
早期発見、職場単位でのストレス状況を
把握し、職場環境の改善に役立てること
を目的に、全職員がシステムを利用した
ストレスチェックを年１回継続実施して
います。
　また、令和２年４月から「職員のワー
クライフバランスの推進に関する指針」
を制定し、時間外勤務の削減や計画的な
年次有給休暇の取得に取り組んでいると
ころです。
　行政職・技術職とも、退職者等の状況
を勘案しながら採用し、会計年度任用職
員を活用しながら、適正な人員配置に努
めてまいります。　　　　

総務課長

その後の対応と今後の計画

　一般職員、資格のある技術職員がいる

が、適正配置に今後も努めてまいりたい。

　（令和２年９月定例会

決算審査特別委員会　意見書より）

　境界確定測量後、公売する予定。

　（令和３年９月定例会

決算審査特別委員会　意見提言より）

・現段階では何も考えていない。

　（令和２年３月定例会

　予算審査特別委員会　徹底検証より）

・旧町営住宅跡地（田布施・東沢団地）

等の今後をどのように考えているのか。

・義務化となった職員のストレスチェッ

クシステムを有効活用し、職場環境の改

善、職員の健康推進に努められたい。

　（平成28年３月定例会

予算審査特別委員会　意見書より）

・時間外勤務が多く、職員の負担が大き

くなっている。職員の採用にあたっての

見解を求める。
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１．畜産（繁殖部門）に関して、キャトルセン

ター（子牛の哺育・育成や雌牛の繁殖・分娩

等を集中管理するための共同利用施設）を各

種団体と協議し設置に向け、調査・検討され

たい。

２．農業従事者不足の対策として、農業所得を

上げるため、ケナフの栽培があるとの説明が

あった。高収益野菜の品目を数多く選定・検

討し、栽培すべきである。

３．イノシシの被害が増加している。特に大松

沢地区で増加している。これまでの対策では

十分ではなく、対策を強化すべきである。

４．山崎地区や羽生地区の再整備事業の受益者

負担について、助成を継続されたい。

５．米と牛肉以外での本町を代表する生産作物

を生み出せるよう、調査・検討されたい。

農業所得の向上を

次回は
「㈱おおさと地域振興公社の
　　　　　 活性化について」
　　　　　　　　　を調査します。

次回は
「学校教育の
　　 取り組み状況について」
　　　　　　　　　を調査します。

【調査の概要】

　役場において、町内農業従事者の方々と、

農政商工課課長補佐出席のもと現状の課題や

問題等について調査を行った。

総 務 産 業
常任委員会

教 育 民 生
常任委員会

総 務 産 業
常任委員会

教 育 民 生
常任委員会

【意見】
１．令和２年度に４人の待機児童があったが、

令和３年度以降は待機児童数の見込みはなく、

今後も待機児童が出ないよう対応されたい。

２．保護者要望をアンケート、連絡ノート、ご

意見ボックス等で把握しているとのことだが、

環境変化があっても、子どもの成長・幸せを

一番願っているのは親であり、保護者である。

保育・幼児教育の質の維持向上に努められた

い。 

３．コロナの影響で、子育て支援センターの利

用者が大幅に減少しているとのこと。保護者

の子育てへの不安や孤立感の高まりを防ぎ、

子どもの健やかな育ちの支援のため、支援セ

ンターの認知度の向上、ニーズに合った事業

内容をさらに工夫されたい。

【意見】

1
9

委
員
会

▲農業従事者の方と将来に向けて

幼児教育の充実を

【調査の概要】

　「すくすくゆめの郷こども園」になり、２

年が経過。役場において町民課長と担当より

説明を受け、質疑応答等により調査した。

▲子どもの幸せが第一（こども園）

1
19
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広報広聴常任委員会

　３
月
も
過
ぎ
、
大
分
暖
か
く
な
り
ま
し

た
。
庭
の
片
隅
に
真
黄
色
の
花
を
つ
け
た

福
寿
草
を
見
る
と
気
持
ち
が
和
み
ま
す
。

　黄
色
と
言
え
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
旗

が
黄
色
と
青
で
す
ね
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
る
と
涙
が
出
ま
す
。
早
く
戦
争
が

終
わ
る
の
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　道
の
駅
の
西
側
駐
車
場
に
サ
ル
ス
ベ
リ

と
並
ん
で
、
陽
光
桜
の
木
18
本
が
植
樹
さ

れ
ま
し
た
。
４
月
に
な
れ
ば
満
開
に
な
り

綺
麗
だ
と
思
い
ま
す
。

　最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し

い
で
す
。

 

田
中
み
つ
子

編
集
後
記

委員長　佐藤　　牧　　副委員長　吉田　耕大

委　員　田中みつ子　　委　　員　熱海　文義

委　員　和賀　直義　　委　　員　若生　　寛

令和４年５月１日

P.２ 令和４年度予算
P.４ 徹底検証
P.12 一般質問
P.20 第１回臨時会
P.23 追跡リポート裏表紙に関連記事があります

指
導
者

　千
葉  

芳
浩 

さ
ん

（
長
崎
）

　
　
　
　主
藤  

晃
浩 

さ
ん

（
長
崎
）

は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
。

　剣
道
を
し
た
い
人
が
、
い
つ

で
も
剣
道
が
で
き
る
場
を
作
っ

て
あ
げ
た
い
と
思
い
、
指
導
を

始
め
て
32
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　現
在
の
団
員
数
は
、
小
学
生

1
名
、
中
学
生
7
名
で
す
。

剣
道
の
魅
力
は
。

　学
年
が
違
う
子
ど
も
た
ち
が

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
活
動

で
き
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
卒

業
生
が
後
輩
の
稽
古
に
顔
を
出

し
て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い

で
す
。

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
。

　正
し
い
剣
道
が
身
に
付
く
よ

う
に
基
本
を
丁
寧
に
指
導
し
て

お
り
ま
す
。
最
近
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
思
う
よ
う

に
稽
古
で
き
な
い
こ
と
が
残
念

で
す
。

最
後
に
一
言
。

　剣
道
は
段
級
位
制
が
あ
り
ま

す
の
で
、
昇
段
・
昇
級
す
る
こ

と
を
目
標
に
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
剣
道
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
い
つ
で
も
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。

　毎
週
水
・
金
曜
日
、

午
後
7
時
か
ら
B
＆
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。

﹁
お
お
さ
と
み
ん
な
の
議
会
2
0
4
号
﹂
が
第
41
回
県

町
村
議
会
広
報
選
考
会
に
お
い
て

入
選
し
ま
し
た
。

心
技
一
体

ち

ば

よ
し
ひ
ろ

し
ゅ
と
う

あ
き
ひ
ろ

大郷町剣道スポーツ少年団大郷町剣道スポーツ少年団大郷町剣道スポーツ少年団

一緒にしてみませんか一緒にしてみませんか

（
大
郷
町
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

け
い

こ

24

定例会定例会

町花：つつじ町花：つつじ

令和４年５月１日
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